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 評伝 獅子文六  牧村健一郎 （ちくま文庫 2019.12.10） ❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖ 

                   ■獅子文六さんの評伝です。（四×四＝文六、文豪ではないとのこと） 

                   （本名は岩田豊雄、横浜生れ、小説家、劇作家、演出家として活動） 

フランスで演劇理論を学び日本にて文学座を結成しました。庶民生活の日 

常をとらえ、ウィットとユーモアに富んだ小説は人気を博して昭和を代表す 

る作家となり、「娘と私」は NHK 連続テレビ小説の第１作目となりました。 

獅子文六さんの小説は、過去に 10 本以上映画化されています。 

■近年、再ブーム到来で、ちくま文庫等から続々復刻される文六作品。 

                   第１作「コーヒーと恋愛」（H25 刊行）はこの 6 年で 20 刷り 8 万部強で、 

NHK テレビで「悦ちゃん」がドラマ化され、ユースケ・サンタマリアさん 

が主演され、好評でした。新聞小説で人気が出たこともあり、展開のテンポ 

が良くて、読んでいて楽しい小説ばかりです。 

ちなみにゴールデンウィーク（和製英語）は文六さんの発明した言葉。 

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖ 

■ユーモア作家ということで、夏目漱石（坊ちゃん・猫）、佐々木邦（ユーモア作家倶 

楽部）、内田百聞、井伏鱒二、文六らの乾いたユーモア系譜は、飯沢匡、井上ひさしら 

が引き継いで、日本文学風土ではいまだに太い幹に育ったとはいえないようです。 

 評伝では、異国の扉としての横浜からはじまり、郊外の大森、パリ、千駄ヶ谷、 

四国岩松、御茶の水、大磯、赤坂の最晩年へとたどっています。漱石、イサムノグ 

チ、画家の藤田嗣治らとの出会いやフランス人妻との死別、娘との生活「娘と私」、 

軍国主義時代「海軍」など文六さんの人生と生まれた小説との交錯が分かります。 

■「南の風」（朝日文庫）では、西郷隆盛は実は自刃せずひそかに日本を脱出しインド 

ドシナに逃れたとし、その落とし種の娘がホンダイ教をつくりその東京支部をつく 

るべく奔走する主人公・・・。この南の風の時節、泥沼化した日中戦争を側面から 

支えようと軍部は南方に注目する。現実にはのどかな時代ではなかったようです。 

（朝日新聞連載前・作者の言葉 S16.05.16） 北室に坐せば瞑想するが、南縁に出ずれば空想果てしなく湧いて

くる。植物なぞも、向南性とかいって、南の方へ枝や葉を伸ばして行く。おもうに、南にはこういう時局になら

ぬ前から、生命や幸福の誘いがあるらしい。作者はこの小説において、もっぱら人生の南面を描かんと心掛けて

いる。小説の中を、夏座敷のように、南の風が吹き抜けたら、作者の念願は足りるのである。しかし、これはな

かなか難事業で、どうぞ、ご声援と御愛読を願います。 

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖ 

■戦争協力作家と言われても抗弁できない実績もあり 

ながら、戦後は「てんやわんや」な当時の日本を描き 

、「やっさもっさ」「コーヒーと恋愛」「自由学校」を 

描き、「大番」は経済小説の原点となります。昭和の 

漱石をめざした文六さんは戦後の飢餓時代に、ユー 

モアをたくさんの人に届けました。 

神奈川近代文学館（獅子文六文庫）では 2019 年没後 

50 年獅子文六展も開催しているみたいです。（黒野） 

 

 

 


